
都市計画の案の理由書  

 

１  種類・名称  

  東京都市計画道路  幹線街路補助線街路第２１５号線  

 

２  理  由  

 東京都・特別区及び２６市２町は、平成２８年３月に「東京における

都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」を策定し、優先的に整備

する都市計画道路を選定する一方で、未着手の都市計画道路について、

１５の検証項目を設け、必要性の検証を実施した。そのうち、幹線街路

補助線街路第２１５号線（以下、「補助第２１５号線」という。）の幹線

街路補助線街路第７６号線から幹線街路補助線街路第２２９号線までの

区間については、いずれの検証項目にも該当しないことから、「見直し候

補路線（区間）」として位置付け、地域の視点から改めて路線の必要性を

検証していくことになった。  

 この方針を受け、中野区では令和４年６月に改定した「中野区都市計

画マスタープラン」において、地域の十分な理解を得ることを前提に、

都市計画の見直しの検討をすすめていくこととした。区の視点による再

検証を行った結果、都市計画道路の必要性が低いことが確認され、地域

への説明でも住民の理解及び合意が得られた。  

 このような経緯を踏まえ、補助第２１５号線の一部区間を廃止するた

め、終点位置の変更及び延長約１２，５４０ｍを約１１，９００ｍに変

更するものである。  

 

 


